
【製品特長書】

低 線 量 で も 高 画 質



“みえる”を追求し、

新しい世界をあなたへ



Low Dose
×

High Quality Image

High Speed
×

Easy to Use

Comfortable
×

Friendly Design

やさしさが“見える”

快適な検査環境

スムーズな操作

低線量で“診える”

AI技術を活用した

新しい画像再構成

IPVを搭載

検査の流れが“視える”

Workflowの刷新と検査

の自動化



幅広いニーズに対応する

Open Gantry Design

１ 800mm大開口径

２ 200mm横スライド寝台

３ 475mmワイド天板

広々とした800mmの開口径を実現

し、開口部分をなめらかな形状に

する事によって体位自由度や検査

効率を向上。優しいデザインを採

用しています。

寝台上部が200mm左右移動。ポジ

ショニングに活用頂けます。関心

部位を回転中心に動かし撮影。心

臓検査時ではBow-Tieフィルタに

より低被ばく撮影が可能です。

幅の広い475mm天板を搭載。円背

やルート確保などで仰臥位が難し

い被検者の撮影する際に、幅の広

い寝台で撮影が可能です。またOff

Center撮影にも有効です。

800mm

200mm 475mm



安全性・快適性に配慮した

Friendly Design

１ 患者属性、検査説明などの多機能モニタ Touch Vision

２ 視覚的に息止め指示をする小型モニタ Breath Guide

３ 効率的に寝台、ガントリを操作 One finger controller

装置前面上部に大型モニタを搭載。

被検者への検査ガイダンス(検査前、

検査中、造影検査時、造影検査後

など)をスムーズに実施可能。

ガイダンスは11ヶ国語に対応し、

手話(日本語)やイラストによる説

明することができます。

検査中の息止めタイミングを知ら

せるブレスガイド表示をガントリ

内に３箇所搭載。検査中どの位置

からも表示の確認が可能です。

11ヶ国語の文字表示とオートボイ

スの両方で被検者にタイミングを

伝達することができます。

人間工学に基づき、操作手順や頻

度を考慮した集中操作パネルをガ

ントリ両側に搭載。寝台上下動＋

テーブル送り＋高速移動の３つの

釦を指1本で同時に操作できます。

被検者から目を離さずにスピー

ディーに操作可能です。



自 然 な 質 感 で 画 像 を 提 供

AI技術を活用した画像再構成IPV

１ AI(人工知能)を活用した技術で、自然な質感の画像を提供

２ 最大83%※の被ばく低減効果

３ ほぼ全撮影部位に対応、低管電圧撮影など幅広く適用可能

IPVは、AIを活用して開発した富士フイルム独自の

Visual Modelを採用することで、高速繰り返し演算と

自然な質感の両立を実現しています。

これにより、従来のIRで問題となっていたOily Image、

演算時間の長さを解消しました。別途、専用演算ユ

ニットも必要ありません。

AIを用いたフィルタ処理とは異なり、各周波数成分

を考慮した繰り返し演算を実施しながら、AIを用い

て高速化を行っています。

これによりアーチファクトを低減し、自然な質感の

画像をご提供します。
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IPVでは従来のIRと比べてノイズ成分を低減し、

NPS(Noise Power Spectral)において低周波側への

ピークシフトを抑えた効果が得られるため、低線量

時でも視認性の優れた画像が提供できます。被検者

へは低被ばく、読影される方へは読影ストレス低減、

経営に携わる方へはランニングコスト低減などの

メリットをご提供できます。

また、従来のIRではNPSが変化していたため、見た

目の違和感に繋がっていました。ノイズが多くなる

低線量撮影や低管電圧撮影では、IPVを使用するこ

とでノイズ成分を抑えた画質で検査を実施頂けます。

FBP 従来のIR法 IPV

スライス厚： 0.625mm / 管電圧： 100kV / 造影剤量： 45%低減 / ノイズ量： 56%低減

FBP 従来のIR法 IPV

FBP/0.625mm IPV/0.625mm IPV/1mm

IPVでは低コントラスト分解能はFBP画像と比較

して最大2倍※に改善します。従来と異なり淡い

コントラストの表現が向上します。

FBP 従来のIR法 IPV

IPVは従来のFull IRの適用が難しく、Hybrid IR

を用いていた肺野条件にも適用が可能です。

0.625mmの薄いスライス厚画像においても従来

よりもノイズを改善します。

被ばく量の比較的多い冠動脈撮影にもIPVをご使

用頂けます。IntelliCenter、IntelliEC Cardiacと

併せてご使用頂くことで更なる被ばく低減が可

能となります。

* モデルオブザーバ法を用いてMITA CT IQファントム（CCT189 、Phantom Laboratory社製）に対して、IPVの強度レベルStrong5を使用して0.625mm厚のスライス厚でテストして得られた結果です。検査対象、患者のサイズ、解剖学的位置、および検査内容によっては、得られる効果が小さくなり得ます。



効率的な検査の実現

SynergyDrive

１ 様々な機能を効率的に組合せ検査全体を効率化

２ 自動位置決め機能AutoPoseで撮影範囲の再現性向上

３ 最大60ipsの高速演算

SynergyDriveは、効率的な検査をご提供するための

富士フイルムヘルスケアのワークフロー思想です。

CT撮影の各ステップで効率を向上させる機能を盛り

込み有機的に連携させることで、被検者の撮影室へ

の入室から退室までのCT検査全体の効率的な運用を

サポートいたします。

被検者の負担を軽減しつつ、診断される医師への画

像提供をスムーズに行っていただけます。

ポジショニング
＊800mm開口径

＊200mm横スライド寝台

＊475mm天板幅

＊Full FOVデータ収集

位置決め撮影
＊AutoPose

＊準備動作時間短縮

＊Touch Vision

＊Breath Guide

本撮影
＊IntelliEC Plus

＊60ips画像再構成

＊CardioConductor

＊CardioHarmony

＊180mm/秒 Scan

撮影終了
＊操作室内Homeボタン

＊フットスイッチHomeボタン

処理・転送



・独自技術により位置決め像を撮影と同時に自動的に範囲を認識

・マージン設定により運用に合わせた撮影範囲を自動認識

・撮影範囲の再現性を向上

AutoPose –自動位置決め機能－

独自技術により対象部位を認識し、事前に登録され

たマージン量を反映した撮影範囲認識すのるので各

施設の撮影範囲のルールを反映した範囲設定が可能

です。胸腹部の撮影では、自動的に肺野の範囲を認

識し肺野条件はその範囲のみ出力することも可能で

す。頭部撮影では目的に応じた3種類の撮影範囲を

認識させることが可能です。

操作者に依存せずに自動認識の再現性向上に寄与し

ます。

認識範囲

撮影範囲

OMライン(眼窩耳孔線) SMライン(眼窩上縁) RBライン(ライド基準線/ドイツ水平線）

副鼻腔撮影時など水晶体の被ばく低減

・ 4種類の自動管電流制御機能を搭載

・一方向の位置決め像から人体モデルを作成し管電流を制御

・ IPVと連動した管電流制御が可能

IntelliEC –自動管電流制御－

SCENARIA Viewは、4種類の自動管電流制御を搭載

しています。IntelliECは、一方向の位置決め像から

被検者ごとの楕円モデルを演算し、X-Y-Z方向の厳

密な線量制御を実施します。IntelliEC Plusは、IPV

などの逐次近似画像処理を使用することが予め決

まっている撮影で、設定した強度を踏まえた線量制

御を実施することでより高い被ばく低減効果を得る

ことが可能です。Intelli EC CNRでは、小柄な被検

者や低管電圧撮影時に組織間コントラストや識別性

に関する独自のデータベース(放射線科医の視覚化係

数を含む)に基づき線量制御を実施します。その他、

冠動脈撮影用のIntelliEC Cardiacを搭載しています。

位置決め画像 楕円モデル

0 600mA200 400

目標SD 12

CTDIvol 19.2mGy

(通常のAEC)

CTDIvol 8.7mAs

(Intelli EC Plus)

85mAs200mAs

57%減
被ばく量



・ Homeボタンで検査終了後、スムーズにHomeポジションへ

・左右にガントリ操作盤Homeボタンとフットスイッチを配置

・操作室からもHomeポジションへの移動が可能

Homeボタンで退室までをスムーズに

検査終了後に操作室から寝台をHomeポジションへ

戻して頂くことが可能です。また撮影室内でも左右

のガントリ操作盤のHomeボタンやフットスイッチ

でHomeポジションへ寝台を移動させることが可能

です。これにより検査終了後から退室までの流れを

円滑に行うことが可能です。

・ FOVなどの撮影条件に依存せず180mm/secの高速撮影が可能

・全身どこでも0.35sec/rotの高速回転が使用可能

・最大60ipsの高速演算で検査効率を向上

高速撮影×最大60ips画像演算

最大ビームピッチ1.56までFOV制限なしで使用可能

なため、広範囲の撮影や息止め困難な被検者の撮影

などでも短時間かつ自由度の高い撮影条件の設定が

可能です。更に全身どの部位でも0.35sec/rotが使用

できることで、従来ルーチンで使用していた

0.5sec/rotの撮影と比べて心拍動などからの影響を

軽減します。また、薄いスライス厚で広範囲を撮影

するが故に増加する画像処理枚数も最大60ipsの高

速演算装置により検査効率を落とすことなく処理が

可能です。

3.9秒
/ 700mm

Homeボタン



冠動脈撮影の低被ばく化と

検査効率向上の両立

１ 寝台の左右移動機能(IntelliCenter)による分解能向上

２ 撮影条件設定と最適心位相検索をスムーズに

３ IPV併用のIntelliEC Cardiacによる被ばく低減

左右あわせて200mm寝台が横移動することで、撮影

時の関心部位を分解能の最も高い回転中心に合わせ

ることが容易に可能です。

横移動はガントリの移動ボタンだけではなく、操作

コンソールで中心位置を決定しMoveボタンで移動

させることも可能です。

被検者に寝台上で動いて頂くことが不要なため、画

質の向上、被検者の快適性向上、検査効率の向上を

同時に実現することが可能となります。

冠動脈撮影では、専用のBow-tie Filterと組合わせる

ことで被ばく低減が可能です。それ以外の部位では

患側を回転中心に健側をオフセンターにして撮影す

るなど撮影の幅を広げることも可能となります。

Cardiac Bow-tie Filter
＋

横スライド機能

Bow-tie Filter

24%減
被ばく量

照射範囲全体

Stent 

Stenosis

Non-Calcified
Plaque

天板横移動量

51mm



・拡張期、収縮期を独立して制御可能

・設定した最大線量などに依存しない線量制御

・不整脈を検知しモード切替

IntelliEC Cardiac

管電流の変調を2相まで個別に上限値の管電流を設

定することが可能です。フォロー撮影などで予め収

縮期、拡張期のどちらかを狙うことが明確な場合は、

ターゲットの心位相を通常線量へ、別の位相を最低

限まで低減するなどのModulationを行うことが可能

です。また不整脈を検出した場合は、自動的に直ち

に高管電流値に切り替え、以降は高管電流値を撮影

終了まで連続的に照射するモードへ切り替わります。

・冠動脈の撮影条件を自動決定

・被検者のそばで条件決定が可能

・オート/セミオート/マニュアルから選択可能

CardioConductor

冠動脈撮影前に実施した息止め練習の結果から撮影

条件を自動的に決定します。

コンソールでの操作だけでなく、ガントリ中央上部

に搭載しているTouch Vision上からも使用する心拍

範囲を決めてSendボタンをクリックすることで自

動的に条件決定を行うことが可能です。

条件決定にはオート/セミオート/マニュアルをご用

意しています。

操作者の熟練度や好みに応じて使い分けをして頂く

ことが可能になっています。

心電波形

6s1s

時間分解能(ms)

心拍数(bpm)心拍数の変化
58bpm

68bpm “オート” ：完全な自動設定（パラメータ編集不可）

“セミオート”：心拍数のみユーザーが編集可能

“マニュアル”：全てのパラメータをユーザーが編集可能

90

180

75 (%)

(mA)

心拍：54 bpm後半拡張期のみ目標線量の場合



・比較的被ばく線量の高い冠動脈撮影の低線量化

・ Prospective / Retrospectiveの両方に使用可能

・撮影プロトコルへ組み込み可能

Cardiac Image with IPV

比較的被ばく線量の高い検査である冠動脈撮影にお

いてもIPVを使用することが可能です。IPVの特性で

あるNPS(Noise Power Spectral)において低周波側

へのピークシフトを抑えた効果が得られるため、画

像の質感を損なうことなく検査全体の線量を下げる

ことができます。ステント留置の症例などで細かな

観察を実施したい場合、IPV-HDモードをご利用い

ただくことで、AI技術を活用した高精細な画像とし

てご確認いただくことが可能です。

・冠動脈のブレを算出し最もブレの少ない心位相を提案

・約20秒で心位相を検索完了

・撮影プロトコルへ組み込み可能

CardioHarmony

冠動脈検査撮影後、心位相ごとに自動作成した画像

から心臓全体の動きの量やRCA、LCA、LCXなどの

冠動脈の動き量を計算し、最もブレの少ない心位相

を提案します。心臓CT検査ワークフローのボトル

ネックとなる心位相検索の時間を最短20秒～1分以

内に短縮することが可能です。

CardioConductorと組合わせることで心臓CT検査の

運用性を高めます。

特に最適心位相が一般的なパーセンテージから大き

くずれている被検者の場合には、位相決定までの時

間を大幅に短縮することが可能です。
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0% 99%

最適心位相

(収縮期)

最適心位相

(拡張期) 心拍位相：94%(自動検索)

RCA（右冠動脈）

LCX（左冠動脈）

心拍位相：75%(手動検索)

RCA（右冠動脈）

LCX（左冠動脈）

VR：IPV-HD STD4 FBP IPV-HD STD4



金属アーチファクト低減

HiMAR / HiMAR Plus

１ 2種類の金属アーチファクト低減処理を搭載

２ 高速処理・偽像形成抑制のHiMAR

３ 低減効果を強化したHiMAR Plus

HiMARは、偽像形成や金属の形状変化を抑制したア

ルゴリズムを採用しており、ルーチン検査で安心し

て使用できる金属アーチファクト抑制技術です。

また、通常のMARと比べると演算時間を大幅に短縮

する高速演算型アルゴリズムを採用しています。

HiMAR Plusは、HiMARより高い金属アーチファク

ト抑制効果が必要な場合にご使用頂けます。

「Standard」と「Strong」の2種類の強度を搭載し

ており、金属アーチファクトの状況やご施設の使い

分けなどに応じて任意にご選択頂けます。

■ HiMAR ■ HiMAR Plus

HiMAR

OFF

HiMAR

ON

HiMAR Plus

OFF

HiMAR Plus

ON



効率的な導入・運用などを

サポートするために

１ 日中の非使用時に消費電力を抑えるオンタイムスタンバイ

２ 夜間の消費電力を最小限にするオフタイムモード

３ 消費電力を最大75%※1削減可能

CT装置の消費電力は、おおよそ95%が待機時に発生

します。

SCENARIA Viewは装置の高速起動ができ、電源OFF

から1分30秒で起動し、約6分※2で撮影が可能です。

パソコンのスリープ機能に相当するオンタイムスタ

バイと夜間・休日などに電源をオフにし目覚まし機

能で起動するオフタイムモードを併用頂くことで、

消費電力を約75%抑制出来ます。長くお使い頂くた

めに可能な限りの省エネ設計を実施し、ランニング

コストの低減に努めています。

待機

電力

従来 ECOモード

最大

75%低減

オンタイムスタンバイ

オフタイムモード

1分30秒高速起動

*1 全身用X線装置SCENARIA（認証番号：221ABBZX00081000）と比較した場合の最大値。

*2工場出荷時の場合であり、登録されるプロトコルによって時間が変わる事があります。



・線量情報を画像として保存可能なSimple Dose Report

・線量管理ソフトでの管理を可能にするDICOM Dose SR

・線量情報のcsv形式での出力

・故障箇所の診断・自動通知

・地震などの自然災害を含めた24時間365日常時監視体制

・画面共有による操作方法のご説明

施設の運用に合わせた被ばく線量管理

Sentinel Customer Support

ご使用中の装置を24時間、365日常時監視します。

障害発生時や障害発生が予測される場合に、システ

ムが自動的にサービスへ通報します。障害発生時は、

サービス員を現場へ急行させ直ちに機能回復を図り

ます。

更に地震などの自然災害もモニタすることで災害発

生時も迅速な対応を行います。部品交換が発生した

場合、装置を製造している千葉県の柏事業所や各地

のパーツセンターから交換部品を発送しダウンタイ

ムを極力短縮する取り組みを実施しています。

被検者情報
検査情報

合計DLP

シーケンス毎
の線量情報

＊Simple Dose Report

各検査の線量情報を画像として指定のPACSへ送信し

管理可能です。

＊Dose SR

各検査の線量情報(数値)を指定の線量管理ソフトなど

へ送信し管理可能です。

Dose SR Simple Dose Report



C l i n i c a l  i m a g e  g a l l e r y
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東京都江東区有明2-5-7 TOC有明イーストタワー

画像診断営業部

TEL：03-5962-4272

販売名：全身用X線CT診断装置 SCENARIA View

医療機器承認番号：230ABBZX00027000

製造販売元：富士フイルムヘルスケア株式会社
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